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中小企業振興資金融資あっせん申請書

                                  　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　山陽小野田市長　　藤　田　剛　二　　　様

                           申請者　住所（法人の場合は、主たる事務所の所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                   氏名（法人の場合は、名称及び代表者の氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

山陽小野田市中小企業振興資金（一般資金・特別資金・起業家支援資金・連鎖倒産防止対策資金）の融資のあっせんを受けたいので、関係書類を添えて申請します。

記

　申請金額                                         円
  返済期間                                 箇　　　月
  資金の種類         運　転　資　金　・　設　備　資　金

	  資金使途












	運転資金
	
該当する項目に○を記入

①商品、材料の仕入れ
②買掛金、手形の決済
③人件費、外注費の支払い
④諸経費の支払い
⑤その他（              ）
	
運転資金が必要となった理由

	
	設 備 資 金
	
設備の内容（種類、数量等）




	
設備資金が必要となった理由






　添付書類　１．保証協会の信用保証委託申請書・保証人申告書等
　　　　　　２．その他山陽小野田市・保証協会が必要とする書類　  
起業家支援資金　事業計画書

１．事業概要
	商号（個人）
会社名（法人）
	
	開業年月日
設立年月日
	　　　年　　月　　日

	住　　所
	〒
電話　　　（　　　　）

	業　　種
	
	資本金
（会社設立の場合）
	円

	従業員数
	名
	取扱品
	
	仕入先
	

	
	
	
	
	
	

	事業計画の概要

	（事業の内容、特徴等をできるだけ詳しく記載して下さい。）

	


	


	


	


	


	


	


	


	


	


	






２．運転資金計画
	名称
	金額
	積算内訳

	商品・材料等の仕入資金
	千円
	

	人件費等
	
	

	その他の資金
	
	

	計
	A　　　　　　　千円
	




３．設備計画
	区分
	土地・建物
	面積
	取得　自己・新築
方法　取得・賃貸
	取得に
要する資金
	契約年月日
	取得（完成）
年月日

	事業用不動産
	土地
	㎡
	
	千円
	
	

	
	建物
	㎡
	
	千円
	
	

	
	計
	B　（取得に要する資金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

	区分
	名称
	型式・能力
	数量
	単価
	金額
	発注先
	設置（完成）年月日

	機械器具・什器備品等
	
	
	
	
	千円
	
	

	
	計
	C　（金額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円





４．今回の資金計画による必要資金合計

　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝　　　　　　　　　　　　千円（Ｄ）

５．資金調達計画
	自己資金
	預金
	預金以外

	
	預け先（金融機関本支店名等）
	預金種別
	金額
	種類
	金額

	
	
	
	千円
	有価証券
	千円

	
	
	
	千円
	
	

	
	
	
	千円
	その他
	

	
	
	
	千円
	（　　　）
	

	
	自己資金合計
	千円
	

	借入金等（※）
	借入先
	年利
	借入額
	毎月返済額
	借入期間

	
	今回の借入額
	％
	千円
	千円
	～

	
	
	
	千円
	
	～

	
	
	
	千円
	
	～

	
	
	
	千円
	
	～

	
	
	
	千円
	
	～

	
	借入金等合計
	千円
	調達資金 合計
	D　　　　千円


　（※）今回の資金調達計画の中による借金等を記してください。

６．収支計画・返済計画（下記の表に準拠した任意の表でも可）
	科目
	開業年度
又は当期
	２年目※
	３年目
	４年目
	５年目

	①売上高
	
	
	
	
	

	②売上原価（仕入高）
	
	
	
	
	

	③売上総利益（①－②）
	
	
	
	
	

	経費
	人件費
	
	
	
	
	

	
	地代・家賃
	
	
	
	
	

	
	減価償却費（A）
	
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	
	

	
	④計
	
	
	
	
	

	⑤営業利益（③－④）
	
	
	
	
	

	⑥営業外収益
	
	
	
	
	

	⑦営業外費用
	
	
	
	
	

	⑧経常利益（⑤+⑥－⑦）
	
	
	
	
	

	⑨法人税等充当額
	
	
	
	
	

	⑩当期利益（⑧－⑨）
	
	
	
	
	



	⑪返済財源（(A)+⑩）
	
	
	
	
	

	⑫借入金額
	
	
	
	
	

	⑬借入累計額
	
	
	
	
	

	⑭借入金返済額
	
	
	
	
	

	⑮借入金残高（⑬－⑭）
	
	
	
	
	


　　


